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In this study, I executed survey questionnaire based on the SIEM assessment scale. So, I analyzed results by the 

multivariate statistics. From the results, I found a factor that it affects motivation to learning at the programming and 

math classes for the students 

 

 

１．緒 言 

情報教育は文系の学生においても必須のものと

なっている．入試制度の多様化により情報教育を

実施するのは難しく，数学や理科の学力の弱い学

生などは挫折することが懸念される[1]．また教育

効果を客観的に評価することは難しい．学生時代

に成績が不良であった卒業生が，プログラム言語

に関わる仕事を社会人になってこなしている事例

は多い．このような現実を考えると，興味を持た

せることが教育効果を向上させるための本質であ

ると考えられる[2]． 

本研究では経営情報科学科の学生を対象にアン

ケート調査を行い，プログラム言語科目と数学科

目の学習モチベーションに関する調査を行う． 

 

２．SIEMと SIEMアセスメント尺度 

2.1 SIEM 

SIEMとは，システマティックな情報教育メソ

ッドである．学生のプログラム言語科目の学習モ

チベーションを高めプログラム言語教育の教育効

果を上げる事を目的に土肥ら[1][2]が SIEMを構築

した． 

 

2.2 SIEMアセスメント尺度[3] 

SIEMアセスメント尺度とは，プログラム言語

科目の学習モチベーションを測定する評価尺度で

ある．プログラム言語学習者のモチベーションを

向上させる教育の在り方の分析が可能となった． 

SIEMアセスメント尺度を以下に示す． 

因子 1:授業構成因子 

因子 2:自発性因子 

因子 3:双方向性因子 

因子 4:参加性因子 

本研究では SIEMアセスメント尺度を活用し

た． 

３．卒業研究のアンケート調査 

3.1 アンケート調査票の設計 

本研究で作成したアンケートは匿名式とし大き

く分けて 3種類の質問，合計 93問の質問を作成

した． 

プログラム言語科目の学習モチベーションに関

する質問を 19問，数学科目の学習モチベーショ

ンに関する質問を 24問作成した．これらの質問

はリッカート尺度を用いて 5段階で評価した． 

エゴグラムの質問を 50問作成した．この質問

はリッカート尺度を用いて 3段階で評価した． 

 

3.2 アンケート調査の実施 

本研究では情報処理基礎および演習(P1)，

(P2)，微分方程式，オブジェクト指向システム設

計，応用情報処理および演習の履修者を対象にア

ンケート調査を実施した．実施した年月は 2019

年 12月である．各科目の教室に訪問しアンケー

ト調査を実施した．アンケート調査票回収総数は

情報処理基礎および演習(P1)44，(P2)32，微分方

程式 11，オブジェクト指向システム設計 12，応

用情報処理および演習 33の合計 132であった． 

 

3.3 アンケート調査データの作成と集計 

アンケート調査で得たデータは，プログラム言

語科目の学習モチベーション，数学科目の学習モ

チベーションに関するデータを量的変数，エゴグ

ラムに関するデータを質的変数として扱った． 

 

４．結果と考察 

以下に代表的な結果を示す． 

重回帰分析での全体的な傾向として自発性因子

がプログラム言語科目の学習モチベーションの説

明変数となり自発性因子の偏回帰係数は全て正と

なった．いくつかの結果を図 1，図 2に示す． 



 

   

 

 
図 1 全科目の重回帰分析 

 
図 2 オブジェクト指向システム設計の重回帰分析 

数学科目の学習モチベーションの場合は，微分

方程式においてのみトレーニング因子が正になっ

た．いくつかの結果を図 3，図 4に示す． 

 
図 3 全科目の重回帰分析 

 
図 4 微分方程式の重回帰分析 

 

また主成分分析では授業に積極的に参加すると

プログラム言語科目の学習モチベーションが高く

なると考えられる．図 5，図 6に結果を示す． 

 
図 5 情報処理基礎および演習(P1)の主成分得点散布図 

 
図 6 情報処理基礎および演習(P2)の主成分得点散布図 

 

プログラム言語科目の学習モチベーションをグ

ラフィカルモデリングで分析した結果 CPとAC

が学習モチベーションの原因となっていることが

分かった．図 7，図 8に結果を示す． 

 
図 7 情報処理基礎および演習(P2)の独立グラフ 

 
図 8 応用情報処理および演習の独立グラフ 

 

数学科目の学習モチベーションをグラフィカル

モデリングで分析した結果 NPを除く交流分析の

4種類の自我の状態が学習モチベーションの原因

となっている事が分かった．図 9，図 10に結果を

示す． 

 
図 9 情報処理基礎および演習(P2)の独立グラフ 

 
図 10 応用情報処理および演習の独立グラフ 

 

５．結 言 

プログラム言語科目を自分から学習すること

が，学習モチベーションを高くすることができる

と考えられる．また授業に積極的に参加すると学

習モチベーションが高くなると考えられる．また

基本に忠実な姿勢が学習モチベーションを高くす

ると考えられる． 

数学科目を履修している学生は予習と復習をす

ると学習モチベーションを高くすることができる

と考えられる．数学科目の学習モチベーションの

全ての因子を総合的に高くすることで，学習モチ

ベーションを高くすることができると考えられ

る． 
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